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　 調査数、泉質変化数を表1に 示 した。(町村合併以
　 前の市町村名で計上)
①　県内市町村のほとんど全部に源泉が存在する。
② 源泉数は中弘南黒地区が最 も多 く、全体の約4割
　 を占め、下北地区が約5%と少ない。
③経年変化調査数は260件で、中弘南黒がそのうち




② どの地区も塩化物泉が最 も多 く、次いで単純泉が
　 多い。
③　東青地区は硫酸塩泉、三八地区は冷鉱泉、下北地













































































































































































































































































　養泉か ら単純泉、あるいは、温泉 に該当しな くなっ
　た もの、単純泉から療養泉に変化 した温泉が約4割
　で、温度変化によるものが1割 であった。








　化 している源泉 もあるので、 これ らにも注意が必要
　である。
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